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情
報
募
集
！
　
■対
申
し
込
み
不
要
、
当
日
参
加
で
き
る
催
し
、
掲
載
希
望
月
の
も
の
に
限
る
。　
■申
掲
載
希
望
号
の
発
行
３５
日
前
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
提
出
。

▽
次
の
締
め
切
り
は
１
月
号
１１
月
２7
日〈
金
〉。
用
紙
は
広
報
戦
略
課
、
各
総
合
支
所
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
可
。
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
／
５００
円
／

☎
０９０–

２
４
３
１–

７
５
８
７
）※

音
声
を
録
音
で
き
る
物
を
持
参

▼
１７
・
２４
日
＝
大
人
の
な
ぎ
な
た

教
室（
午
後
７
時
／
安
岡
中
学
校
武

道
場
／
無
料
／
☎
２５８–

１
８
５
６
）

▼
１９
日
＝
平
日
の
読
書
会「
は
ま
ゆ

う
」（
午
後
１
時
３０
分
／
中
央
図
書

館
４
階
／
無
料
／
☎
２３１–

２
７
６
６
）

▼
毎
週
日
・
水
・
土
曜
日
＝
ふ
れ

あ
い
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室（
午
前

９
時
／
武
久
会
館
／
１
日
５００
円
・

半
日
３００
円
／
☎
０７０–

５
０
５
４–

６

２
８
１
）

▼
毎
週
月
・
金
曜
日
＝
ね
ん
り
ん

健
康
麻マ

ー
ジ
ャ
ン雀を
楽
し
む
会（
午
前
９
時

／
勤
労
福
祉
会
館
／
１
日
６００
円
／

☎
０９０–

８
０
６
７–

２
６
５
４
）※
見

学
無
料

▼
毎
週
木
曜
日
・
土
曜
日
＝
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室（
午
後
１
時
／

川
棚
公
民
館
／
１
回
５００
円
／
☎
０８０–

６
３
４
９–

４
６
３
９
）

１１
月
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
８
・
２２
・
２９
日
＝
ふ
れ
あ
い
バ

ザ
ー
ル
彦
の
市（
午
前
８
時
～
１１
時

／
彦
島
図
書
館
前
広
場
／
☎
０９０–

９

０
６
２–

１
６
５
４
）

▼
８
日
＝
誰
で
も
参
加
で
き
る「
井

戸
端
読
書
会
」（
午
前
１０
時
／
中
央

図
書
館
４
階
／
無
料
／
☎
０９０–

４
５

７
０–

２
９
５
０
）

▼
８
日
＝
子
供
か
ら
大
人
ま
で
遊

び
な
が
ら
能
楽
に
ふ
れ
る
体
験
講

座（
午
前
１０
時
…
亀
山
八
幡
宮
、
午

後
２
時
…
西
部
公
民
館
／
無
料
／

☎
０９０–

２
０
０
７–

７
５
７
３
）

▼
１１
日
＝
無
料
電
話
相
談「
全
国
フ

ァ
ク
タ
リ
ン
グ
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」（
午
前
１０
時
／
☎
０
５
７
０–

０７３–

８９０
）

▼
１１
・
２５
日
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
福
岡
施
設
見
学
会（
午
後
１
時

３０
分
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

／
無
料
／
☎
０９３–

６４１–

６
９
０
９
）

▼
１２
・
２６
日
＝
水
墨
画
お
さ
ら
い

塾（
午
後
１
時
／
し
も
の
せ
き
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
／
月
額
５００
円
／
☎

２２３–

１
８
８
５
）

▼
１３
日
＝
は
じ
め
て
の
オ
カ
リ
ナ

体
験
教
室（
午
後
２
時
／
下
関
労
働

教
育
セ
ン
タ
ー
／
無
料
／
☎
０９０–

７

９
７
４–
１
７
７
６
）

▼
１４
・
１５
日
＝
ネ
パ
ー
ル
展
と
手

作
り
品
バ
ザ
ー
ル（
午
前
９
時
／
勤

労
福
祉
会
館
／
無
料
／
☎
２２２–

９
１

５
３
）

▼
１４
・
２８
日
＝
暮
ら
し
の
お
悩
み

無
料
法
務
相
談
会（
午
前
１０
時
３０
分

／
シ
ー
モ
ー
ル
１
階
／
☎
２５０–

５
１

６
２
）

▼
１５
日
＝
古
典
の
朗
読
を
楽
し
む

講
座（
午
後
１
時
３０
分
／
し
も
の
せ

▼
１
日
＝
熱
血
！
海
峡
ゆ
め
タ

ワ
ー
階
段
の
ぼ
り（
午
前
１０
時
／
海

峡
ゆ
め
タ
ワ
ー
／
無
料
／
☎
２３１–

５

８
７
７
）※
入
場
料
が
必
要

▼
１
日
～
８
日
＝
下
関
市
立
美
術

館
友
の
会
陶
芸
同
好
会
作
品
展（
午

前
９
時
３０
分
／
長
府
庭
園
三
の
蔵

／
無
料
／
☎
０９０–

５
３
９
５–

９
７

７
０
）※
入
園
料
が
必
要

▼
４
・
１８
日
＝
皆
で
楽
し
い
英
語

ス
ピ
ー
チ「
下
関
ト
ー
ス
ト
マ
ス

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」（
午
後
６
時
３０
分

／
し
も
の
せ
き
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
／
見
学
無
料
／
☎
０９０–

２
８
６

０–

６
６
６
９
）※
１８
日
の
記
念
例

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み

▼
５
日
＝
無
料
社
会
保
険
相
談（
午

後
１
時
／
長
府
公
民
館
／
☎
０９０–

１

３
３
９–

４
７
９
１
）

▼
７
日
＝
行
政
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
会（
午
前
９
時
３０
分
／
勝
山
公

民
館
／
☎
０８０–

１
９
３
７–

５
６

７
１
）

▼
７
日
＝
司
法
書
士
に
よ
る
多
重

債
務
問
題
、
相
続
登
記
等
及
び
空

き
家
問
題
無
料
電
話
相
談
会（
午
前

１０
時
／
☎
０
１
２
０–

００３–

８２１
）

▼
７
・
１０
・
１７
・
２１
・
２６
日
＝
聞

く
だ
け
で
も
楽
し
め
る「
読
書
ソ
ム

リ
エ–

持
ち
寄
り
本
の
集
い
」（
午
後

１
時
３０
分
／
７
日
…
川
中
公
民
館
、

１０
日
…
彦
島
図
書
館
、
１７
日
…
勝

山
公
民
館
、
２１
日
…
中
央
図
書
館
、

２６
日
…
小
月
公
民
館
／
無
料
／
☎

０９０–

６
８
４
８–

６
６
８
０
）

催し
●
掲
載
記
事
は
市
の
主
催

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
主

催
者
に
内
容
を
確
認
の
上
、

自
身
の
責
任
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
掲
載
す
る
内
容
は
、
１0

月
１6
日
現
在
の
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
に
よ
り
、
内

容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
新
情
報
に
つ

い
て
は
、
各
問
い
合
わ
せ

先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

くじらコラムくじらコラム

下関は戦前・戦後を通じ、捕鯨関連産業が集積す
る「くじらの街」として発展してきました。昭和初
期に共同漁業（日本水産）等が北九州に移転した後
は、旧大洋漁業（マルハ）を中心に、捕鯨船等の建
造や鯨肉加工品の製造等が関連企業等で行われ、
下関の地域経済に大きく貢献してきました。当時
の捕鯨にかかる規模を物語る数字として、1957
（昭和32）年度における大洋漁業の総漁獲売上高
のうち捕鯨は約70億円であったとの記録があり
ます。一方、同年度下関市予算規模は約17億円
であったことから、その
規模がいかに大きなも
のであったのかが分かり
ます。
■問下関くじら文化振興室
（☎242–0920）

下関とくじら⑥

▲旧大洋漁業本社ビル


